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研究成果の概要（和文）：熱帯域に属す東南アジアは世界的な魚介類の供給拠点にもなっている。

魚介類の安全性を担保するためには、魚介類を汚染している腸炎ビブリオの病原性菌株を定量

的に検出する系が必要である。腸炎ビブリオ汚染の魚介類検査に、TRC 法を採用し、定量的な

検出系の構築を実施した。構築した定量的な検出系を東南アジアのタイのフィールドで実践し、

フィールド特有の問題点を明らかにし、改善点を検討した。 
 
研究成果の概要（英文）：Southeast Asian countries supply seafood to many countries. To 
achieve safety of seafood, the system of quantitative detection method is needed for 
quantitative detection of virulent strains of Vibrio parahaemolyticus. TRC method was 
applied for risk assessment of seafood contaminated by virulent strains of Vibrio 
parahaemolyticus. This system was practiced at the field of Thailand. 
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１．研究開始当初の背景 

食品の安心・安全を考えるうえで、食中毒
は重要な問題である。我が国では、衛生環境
の改善に伴い、食中毒および下痢症は激減し
たが、発展途上国では、依然として大きな問
題である。我が国で発見された腸炎ビブリオ
感染症は、腸炎ビブリオの病原性菌株により
汚染された魚介類を食べることにより起こ
る下痢症である。この感染症は、世界規模の
感染症で、海に面した魚介類を食べる国々で

発生している。発展途上国での経済成長およ
び世界的な健康意識の高まりから魚介類が
注目され、世界的に魚介類の消費が伸びてい
る。東南アジアは、その熱帯性の気候の特徴
から食料生産性が高く、魚介類の生産に関し
ても同様である。そして、東南アジアは、世
界的な食料の供給拠点ともなっており、この
地域における食品の安全性は、世界的な安全
性にも繋がり、重要性が高い。このような背
景をふまえ、魚介類を汚染し、食中毒を引き
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起こす腸炎ビブリオの病原性菌株に関して
の魚介類汚染を迅速に検出することは、人々
の健康を守るうえで重要なことである。そし
て、魚介類汚染の定量的なデータを示すこと
は、食品のリスクアセスメントの観点からも
必要とされている。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では、簡便・迅速・高感度かつ一定
温度で転写産物である mRNA の検出が可能
な 拡 散 増 幅 法 で あ る TRC
（ Transcription-reverse transcription 
concerted）法を適用した魚介類中の腸炎ビブ
リオの病原性菌株の定量的な検出系の確立
に取り組んだ。そして、技術的な問題点を解
決して実用可能な方法を確立し、特に、魚介
類中の腸炎ビブリオの病原性菌株の定量デ
ータを必要とする東南アジア（世界各地への
魚介類の供給拠点であり、科学的根拠に基づ
くリスクアセスメントが要求されている）の
タイで本法を実践し、腸炎ビブリオの病原性
菌株による魚介類汚染の実態を正確に把握
することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 食品を汚染している病原細菌の検出時に
おける問題点の解決に取り組み、迅速・簡
便・高感度な TRC 法を利用して魚介類を汚染
している腸炎ビブリオの病原性菌株の生菌
を標的とした定量的検出系を構築する。さら
に、東南アジアのタイに焦点をあて、そこで
構築したシステムを実践し、腸炎ビブリオの
病原性菌株による魚介類汚染の実態を正確
に把握する。 

具体的な研究の内容と方法は、 
（１）腸炎ビブリオの病原性遺伝子の転写産
物（mRNA）を標的とした定量的検出系の構築
を実施する。 
（２）タイのフィールドでの魚介類検査に適
した対象地域を選別する。 
（３）構築した定量的検出系を使用し、タイ
のフィールドにおける腸炎ビブリオの病原
性菌株による魚介類汚染の実態調査を実施
する。 
 
 
４．研究成果 
（１）最終的に東南アジアのタイにおいて、
フィールドでの定量的検出系の使用を前提
として、実験室内で、TRC 法を用いた腸炎ビ
ブリオの病原性菌株の魚介類からの定量的
な検出系の構築を実施した。本法を用いた検
出感度では、tdh 遺伝子転写産物の検出系で、
102から 103のコピー数が存在すれば、良好な
検出結果が得られることがわかった。このコ

ピー数は、生菌あたりの転写産物の量が 10
コピー程度とすると、病原性菌株の菌数が
100 以下で検出することが可能であるという
ことになる。しかし、使用する試薬の液体の
量や転写産物の精製時に使用するカラムな
どで、転写産物の回収効率が低下することが
わかったため、遠心操作などで、菌体を濃縮
して、使用する試薬の全体量を減らすことで、
検出効率の改善がみられた。 
 
（２）世界中への魚介類の供給拠点である東
南アジアのタイにおいて、魚介類の腸炎ビブ
リオの病原性菌株による汚染の定量的なリ
スクを明らかにするために、構築した定量的
検出系を実践するための対象地域の選定を
行った。熱帯地域に属するタイは、年中気温
が高く、雨量も多い。タイ国内のどの地域で
も。雨季と乾季で、河川の流量や養殖域の状
態に違いはみられるが、一年中、魚介類、特
に二枚貝類（腸炎ビブリオの汚染頻度が高
い）は漁獲され、その地域およびタイ国内で
食べられている。検査対象のサンプルについ
ては、海水中で腸炎ビブリオなどの微生物の
濃縮効果が知られている二枚貝類とし、現地
の人の身近で食されているサンプルを使用
することにした。対象とする調査地は、二枚
貝類の養殖が盛んで海、特にタイ湾に面した
タイ南部のフィールドを対象地域とした。 
 
（３）東南アジアのタイ、ベトナム、インド
ネシア、マレーシアで、魚介類の汚染調査を
実施したところ、病原性菌株による汚染が確
認された。タイ南部で、開発した TRC 法を実
施したところ、本法では、転写産物である RNA
を試料としているため、現地での実施の方法
や試料の保管など、設備的な面での問題点が
深刻であった。現状では、東南アジアのフィ
ールドでの実施において、多くの問題点があ
るといわざるを得ない。しかし設備などの研
究環境を改善したうえで、実施可能であると
いうことが考えられた。 
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